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国内の長期滞在型観光を研究している立命館アジア太平洋大学では、地域と

の連携を深め、活性化に寄与する取り組みとして、畠田研究室ロングステイ

別府研究会の学生が中心となり、株式会社フェリーさんふらわあ、亀の井バ

ス株式会社、棚田の会と共同で、黄金色に染まる棚田での稲刈り体験会を 

実施します。 
 

関西在住の人に、内成の魅力を知ってもらうための体験会で、一般参加モニター10 名が、 

大阪からフェリーで別府港に到着し、亀の井バスで内成まで移動します。 
 

<スケジュール> 

【日時】2015 年 10 月 24 日（土）10:00～13:00 別府市内成にて稲刈り体験会 

【行程】 

   10 月 23 日（金）午後 フェリーさんふらわあにて大阪南港出発 

   10 月 24 日（土）午前 別府観光港着、亀の井バス（別府駅経由の臨時便）で内成に移動 

           午後 内成出発、鉄輪到着後解散 

モニター（参加者）はフェリーさんふらわあを利用して大阪南港へ 

 

この体験会では、観光港を出発して、別府駅を経由した内成行きの臨時バスを使い、参加者は内成での稲刈り

体験やフェリー・バスの利用に関してだけでなく、別府での滞在中の活動を報告します。ここで得られた情報

を 4 者で共有し、今後の研究活動に役立てます。 

 

ロングステイ別府研究会（畠田研究室 LSB 研究会）とは 

国内における長期滞在型観光（国内ロングステイ）の普及と別府市内成地域の 

地域おこしの研究を行っています。2007 年には、内成地域にある築 100 年の古民家を 

改装したホリデーハウス(http://holidayhouse.junglekouen.com/)という長期滞在型の 

宿泊施設を作り、その運営に携わっています。 

2009 年より棚田景観維持のために内成棚田の村づくり組織「棚田の会」と 

連携しながら、散策会、体験会を定期的に実施しています。 

 

【問い合わせ先・取材のお申し込み】 

ロングステイ別府研究会 担当：手塚眞世 070-5509-2628 masted13@apu.ac.jp 

                                    

【本発表資料のお問い合わせ先】  学長室（広報）担当：ジョーンズ・宮腰 

Tel:0977-78-1114 携帯:090-5473-3803 住所：〒874-8577  大分県別府市十文字原 1-1 

イベントのお知らせ・取材案内 

大学から地域活性 

産学連携 稲刈り体験会を実施 
内成棚田の魅力を伝える 

～関西から観光客を！4 者共同では初開催～ 
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